
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像素子を有する電子カメラであって、
　前記撮像素子からの被写体像の画像情報を取り込んで記憶する記憶手段と、
　当該電子カメラの操作が所定の設定時間内になされない場合または当該電子カメラの動
作停止の後所定の設定時間経過後に自動的に当該電子カメラをパワーオフ状態に切り換え
るオートパワーオフ機能を制御するパワー状態制御手段と、
　を有し、
　プリンタが接続された際に当該プリンタに対して画像情報をパケット単位で伝送し、当
該画像情報に基づいて当該プリンタに印刷を行わしめることを可能とする電子カメラにお
いて、
　当該電子カメラに前記プリンタが接続され、かつ、印刷動作の開始指示が確認された場
合には、前記電子カメラ側でプリントデータが生成され、前記プリンタデータが１パケッ
ト分ずつプリンタに送信されると共に送信の度毎にオートパワーオフを行うためのタイマ
を初期化し、続いてプリンタ側でのデータ取り込みの終了の有無をチェックすると共に、
データ取り込みが終了していない場合は通信エラーの発生の有無をチェックし、

通信エラー
が発生している場合は通信エラーが発生している旨を表示する一方、前記データ取り込み
の終了の有無をチェックした結果、データ取り込みが終了したことが確認された場合は、
続いて全てのパケットの送信の完了の有無をチェックし、全てのパケットの送信が完了し
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たとき、プリント処理を終了する
　ことを特徴とする電子カメラ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、撮像素子を内蔵する電子カメラを介して画像情報を取り込み、該画像情報に
よる画像をプリントするプリントシステムに接続可能な電子カメラに関する。
【０００２】
【従来の技術】
　近年、撮像素子を介して被写体像の画像情報を取り込む電子カメラ、例えば、デジタル
カメラの利用方法に関して種々の提案がなされている。該デジタルカメラにより撮影され
た画像情報は、パソコン（パーソナルコンピュータ）に転送された後、モニタ上で観察さ
れたり、プリンタにてプリントされる場合と、直接プリンタに転送してプリントされる、
即ち、ダイレクトプリントされる場合がある。
【０００３】
　上記ダイレクトプリントには、一般的に画像メモリを内蔵する専用のデジタルプリンタ
が用いられる。そして、上記デジタルカメラに取り込まれている画像情報を上記デジタル
プリンタに転送する場合、双方の通信ドライバを介して画像情報を上記プリンタ側の画像
メモリに転送してプリントが行われる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
　ところが、上記ダイレクトプリントを行う場合、デジタルカメラ側からみた通信時間は
、通常のパソコンへのデータ送信する場合に比較して極端に異なる。即ち、通常のパソコ
ンでのデータ送信は、受信するパソコンの動作速度等によって様子が変わる。一般的には
ある一定の速度でデータを送信し続けることになる。例え途中でウエイトが入っても一定
の割合で動作と停止が繰り返される。それに対して、ダイレクトプリントの場合、印刷速
度に合わせてデータを送信する必要があるために、ある程度のデータ量を送信すると、そ
こで待たされることになる。特に昇華型プリンタの場合は極端に待たされる可能性がある
。
【０００５】
　一方、一般的なデジタルカメラにおいては、一定時間操作がなされなかったり、カメラ
の動作が停止してから一定時間が経過するとオートパワーオフ機能が働いて電源オフ状態
になる。従って、上述のダイレクトプリント動作中にデータ送信中の待機時間に上記オー
トパワーオフ機能が働いてしまう可能性があった。
【０００６】
　本発明は、上述の不具合を解決するためになされたもので、ダイレクトプリントを確実
に行うことができ、また、プリント動作の異常が検出された場合も確実に電源をオフする
ことができる電子カメラを提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　本発明の電子カメラは、撮像素子を有する電子カメラであって、前記撮像素子からの被
写体像の画像情報を取り込んで記憶する記憶手段と、当該電子カメラの操作が所定の設定
時間内になされない場合または当該電子カメラの動作停止の後所定の設定時間経過後に自
動的に当該電子カメラをパワーオフ状態に切り換えるオートパワーオフ機能を制御するパ
ワー状態制御手段と、を有し、プリンタが接続された際に当該プリンタに対して画像情報
をパケット単位で伝送し、当該画像情報に基づいて当該プリンタに印刷を行わしめること
を可能とする電子カメラにおいて、当該電子カメラに前記プリンタが接続され、かつ、印
刷動作の開始指示が確認された場合には、前記電子カメラ側でプリントデータが生成され
、前記プリンタデータが１パケット分ずつプリンタに送信されると共に送信の度毎にオー
トパワーオフを行うためのタイマを初期化し、続いてプリンタ側でのデータ取り込みの終
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了の有無をチェックすると共に、データ取り込みが終了していない場合は通信エラーの発
生の有無をチェックし、

通信エラーが発生している場合は通信エラーが発生している旨を表
示する一方、前記データ取り込みの終了の有無をチェックした結果、データ取り込みが終
了したことが確認された場合は、続いて全てのパケットの送信の完了の有無をチェックし
、全てのパケットの送信が完了したとき、プリント処理を終了することを特徴とする。
【０００８】
【発明の実施の形態】
　以下。図を用いて本発明の実施の形態について説明する。
　まず、本発明の実施形態の説明に先立って、本発明の実施形態の前提となる参考例につ
いて説明する。
【０００９】
　図１は、本発明の第１の参考例としてのプリントシステムのブロック構成図であり、図
２は、上記プリントシステムのシステム構成図である。図１，２に示すように上記プリン
トシステムは、電子カメラとしてのデジタルカメラ１０１と、プリンタとしてのデジタル
カラープリンタ１０２と、両者を接続する通信ケーブル２３とで構成されている。以下、
各構成を詳細に説明する。
【００１０】
　先ず、デジタルカメラ１０１側では、所定位置に不図示の撮影レンズを介して入射する
被写体光を受光し、光電変換して画像信号を生成するＣＣＤ１が配設されている。このＣ
ＣＤ１の出力は、後段のアナログ／デジタル（以下、Ａ／Ｄと記載する）変換回路２とＲ
ＡＭ３を介して中央演算処理装置（以下、ＣＰＵと記載する）４の入力に接続されている
。上記ＣＣＤ１は、ＣＰＵ４の指令の下、ＣＣＤドライバ１０により駆動制御される。
【００１１】
　上記ＣＰＵ４の入力には、更に、フラッシュＲＯＭ５、各種操作スイッチ１２、電源８
がそれぞれ接続されている。なお、この参考例のデジタルカメラ１０１では、記録媒体た
るフラッシュＲＯＭ５は、カメラに内蔵されていることを想定しているが、例えば、メモ
リカードや磁気記録媒体等の着脱自在のものを使用することも可能であることは勿論であ
る。
【００１２】
　また、上記操作スイッチ１２は、ＬＣＤ７の表示を指示するための再生モードスイッチ
１２ａと、表示すべき画像コマを選択するためのスイッチ１２ｂ、１２ｃからなる。なお
、これら各種スイッチ１２ａ乃至１２ｃは、詳細には図３に示されるように、例えば、カ
メラ１０１の背面の液晶表示素子（以下、ＬＣＤと記載する）７の近傍に配設されるが、
この配置は限定されない。
【００１３】
　上記ＣＰＵ４の出力は、ＶＲＡＭ６を介してＬＣＤ７の入力に接続されると共に、電源
コントロール部９と、通信ドライブ１１の入力にも接続されている。上記ＬＣＤ７は、バ
ックライト駆動回路７ｂを有しており、更に、図３に示されているように、カメラ１０１
の背面の所定位置に配設されている。上記通信ドライバ１１は、デジタルカラープリンタ
１０２側の通信ドライバ１３と通信ケーブル２３を介して接続され、双方の通信を実現す
る。
【００１４】
　さらに、上記電源コントロール部９は、電源８の電圧をＣＰＵ４の制御の下で所定のタ
イミングをもってＬＣＤ７、ＣＣＤドライバ１０、通信ドライバ１１に供給するためのも
のである。この電源８としては、例えば、単三電池や、充電式の電池を使用することがで
きるが、これに限定されないことは勿論である。
【００１５】
　なお、このデジタルカメラ１０１には、一定の設定時間、操作がなされなかったり、カ
メラの動作が停止してから一定の設定時間が経過すると、ＣＰＵ４の制御のもとで自動的
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にパワーオフ状態（電源オフ）に切り換えられるオートパワーオフ機能を有している。し
かし、後述するようにプリンタ１０２によるダイレクトプリント動作中には上記オートパ
ワーオフ機能は解除され、無操作時間の継続によってパワーオフ状態になることはない。
そして、上記ダイレクトプリント終了に伴って、上記オートパワーオフ機能が再設定され
る。
【００１６】
　一方、上記デジタルカラープリンタ１０２側では、上記デジタルカメラ１０１側の通信
ドライバ１１とデジタルプリンタ１０２側の通信ドライバ１３が通信ケーブル２３を介し
て相互に接続され、当該通信ドライバ１３の出力がＣＰＵ１４の入力に接続されている。
このＣＰＵ１４の出力は、紙搬送部２０の入力に接続されると共に、画像メモリ１５と、
画像メモリ１６、バッファメモリ１７、ドライバ１８を介してプリントヘッド１９に接続
されている。さらに、このＣＰＵ１４には、例えば、図２に示される位置に配設された、
操作者が印刷開始を指示するためのプリントスタートスイッチ２２が接続されている。な
お、このプリントスタートスイッチ２２は、デジタルカメラ１０１側に設けてもよい。
【００１７】
　また、電源部２１は、外部よりの交流電源を直流に変換して、デジタルカラープリンタ
１０２の各ブロックに所定の電圧で供給するものである。
【００１８】
　なお、上記通信ドライバ１１、１３は、上記のように通信ケーブル２３を介して接続さ
れる他に赤外線や無線等の公知の通信手段により通信可能であることは勿論である。また
、上述した構成のデジタルカラープリンタ１０２のプリント方式としては、例えば、昇華
型熱転写方式を採用することができる。
【００１９】
　以上のような構成において、先ず、デジタルカメラ１０１側の動作を説明すると、映像
はＣＣＤ１により撮像された後、そのアナログ信号がＡ／Ｄ変換回路２に入力される。こ
のアナログ信号は、Ａ／Ｄ変換回路２によりデジタル信号に変換された後、後段のＲＡＭ
３に一時的に記憶される。
【００２０】
　そして、このＲＡＭ３に記憶されたデータは、ＣＰＵ４により読み出され、その内部の
演算部によりホワイトバランス等の色変換やＪＰＥＧ画像圧縮といった各種処理が施され
る。そして、この各種処理が施された後、画像データは、フラッシュＲＯＭ５に撮影コマ
毎に順次記憶される。
【００２１】
　この状態で、操作者により再生モードスイッチ１２ａが操作されると、操作情報がＣＰ
Ｕ４で認識され、且つ当該ＣＰＵ４の制御で、フラッシュＲＯＭ５の画像データが読み出
され、ＬＣＤ表示させる為に圧縮された画像データが伸長され、表示用の画像メモリＶＲ
ＡＭ６にデータが書き込まれてＬＣＤ７に表示画像が現れる。このとき、同時にバックラ
イト駆動回路７ｂに電源が供給される。
【００２２】
　続いて、スイッチ１２ｂ、１２ｃが操作者によって操作されると、フラッシュＲＯＭに
記憶された画像データが適宜選択され、同様にＬＣＤ７に表示画像として順次表示される
。上記のカメラ１０１のＣＣＤ１で補色フィルタを用いてカラー画像を作成するものや、
原色フィルタを用いてカラー画像を作成するものがあり、いずれの場合でもデジタルカラ
ープリンタ１０２と接続可能となっている。　一方、デジタルカラープリンタ１０２側の
ＣＰＵ１４は、ダイレクトプリントを実行するために、上記カメラ１０１から画像ファイ
ルデータを受け取ると、当該画像ファイルデータは、一旦画像メモリ１６に蓄積される。
そして、ＣＰＵ１４は、この画像メモリ１６に蓄積された画像ファイルデータの伸長処理
を行いつつ、画像メモリ１５に先ず黄色（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ）の色毎の
データを順次、１画面分展開した後、ダイレクトプリント処理を行う。この時、例えば、
色毎のガンマ変換処理や輪郭強調処理等の処理を行っても良いことは勿論である。
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【００２３】
　また、ＣＰＵ１４は紙搬送部２０駆動して印刷される用紙をまず給紙して印刷開始先頭
位置に用紙を設定すると同時に、画像メモリ１５で蓄積された印刷用画像データをバッフ
ァメモリ１７に転送してドライバ１８を経由してプリントヘッド１９を制御して印刷を開
始する。このプリントヘッド１９は、印刷紙の１ライン分のデータを同時に印刷できるも
のであり、上記紙搬送部２０は１ラインの印刷が終わる毎に１ライン分用紙を搬送するも
のである。
【００２４】
　このようにＣＰＵ１４は、紙搬送部２０とプリントデータのプリントヘッド１９への転
送を同期させながら駆動する。このようにして所望する画像の印刷動作が終了すると、Ｃ
ＰＵ１４は紙搬送部２０を駆動して用紙を排紙する。
【００２５】
　なお、上記デジタルカメラ１０１よりデジタルカラープリンタ１０２へデータが送出さ
れている間の少なくとも一部の期間については、節電のためにＬＣＤ７のバックライト駆
動回路７ｂと撮像時に動作する信号処理回路、例えば、ＣＣＤドライバ１０や撮影レンズ
の駆動系、或いは、ストロボ充電回路等は、駆動を停止している。
【００２６】
　ここで、上記デジタルカメラ１０１とデジタルカラープリンタ１０２とが通信ケーブル
２３を介して接続されているとき、デジタルカラープリンタ１０２から接続確認信号をカ
メラ１０１に対して送信することで、カメラ１０１側でデジタルカラープリンタ１０２に
接続されたことが認識され、応答信号をデジタルカラープリンタ１０２側に返送する。
【００２７】
　使用者がカメラ１０１側で印刷を希望する画像を上記ＬＣＤ７に再生画像として表示し
た状態で、デジタルカラープリンタ１０２側のプリントスタートスイッチ２２を操作する
と、印刷動作が開始される。この印刷動作の開始は、ＬＣＤ７への全画面表示完了後に開
始して良いことは勿論である。
【００２８】
　以下、図４のプリント処理のフローチャートを参照して、プリントスタートスイッチ２
２が押下されてからのＣＰＵ１４の印刷動作を説明する。
【００２９】
　動作が開始されると、ＣＰＵ１４は、デジタルカメラ１０１が、通信ケーブル２３を介
して、デジタルカラープリンタ１０２に接続されているか否かの確認動作を行う（ステッ
プＳ１）。次いで、ＣＰＵ１４は、デジタルカラープリンタ１０２のプリントスタートス
イッチ２２が押下されたか否かを検出し（ステップＳ２）、当該スイッチ２２が押下され
ていなければ上記ステップＳ１に戻る。
【００３０】
　このデジタルカラープリンタ１０２側に配設されたプリントスタートスイッチ２２が押
下されない間は、当該ステップＳ１の処理を繰り返すことで、定期的にデジタルカラーカ
メラ１０１に対しての通信が行われ、当該デジタルカメラ１０１のタイムアウトによる電
源の自動オフを阻止することができる。
【００３１】
　一方、上記ステップＳ２で、プリントスタートキー２２が押下されたことが確認される
と、ＣＰＵ１４は、通信ケーブル２３を介して接続されている機種の情報を検出する（ス
テップＳ３）。ここで、機種情報からデジタルカメラ１０１から直接印刷できる機種の確
認を行い（ステップＳ３ａ）、対応機種でなかったらＮ．Ｇ．処理へ移行する。また、対
応機種であれば機種情報をＣＰＵ１４の内蔵メモリに保持する。
【００３２】
　次に、ＣＰＵ１４は、デジタルカメラ１０１の動作モードを判別し、デジタルカメラ１
０１が再生モードである場合のみ次のステップへ移行し、それ以外の例えば撮影モード状
態では印刷をすることができないのでＮ．Ｇ．処理へ移行する（ステップＳ４，Ｓ４ａ）
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。
【００３３】
　次に、カメラ記録画像があるかチェックすることで、既記録画像があれば次のステップ
へ移行し、既記録画像が無ければ印刷できる画像が無いので、Ｎ．Ｇ．処理へ移行する（
ステップＳ５，Ｓ５ａ）。
【００３４】
　次いで、デジタルカメラ１０１の電池残量のチェックを行い、電池を電源として使って
いる状態で、電池の残量が所定量以上であれば次のステップＳ７へ移行するが、所定量未
満であればＮ．Ｇ．処理へ移行する（ステップＳ６，Ｓ６ａ）。
【００３５】
　続いて、上記ステップＳ３で得たデジタルカメラ１０１の機種情報から、例えば使って
いるＣＣＤ１が補色フィルタを使っているものか、原色フィルタを使っているものかが識
別され、機種情報に対応する色変換テーブルを設定した後で送られてくる画像データの色
調整ができるようにする（ステップＳ７）。
【００３６】
　そして、デジタルカラープリント１０２内部のチェックの印刷用の用紙がセットされて
いるか、インクリボンがセットされ残りがあるか等のチェックを行い、用紙が無いこと、
或いはインクリボン切れ等が検出されたならば、Ｎ．Ｇ．処理移行し、問題が無ければ実
際のデジタルカメラ１０１から画像データを取り込んで印刷動作を行う（ステップＳ８）
。
【００３７】
　ここまで各ステップからＮ．Ｇ．処理に移行した場合は、それぞれのチェック内容に応
じた処理を施し、例えば、用紙、インクリボンが無い場合は、図示していないが表示ＬＥ
Ｄを発光させたり、或いはブザー等で警告音を出すことで使用者に不具合を知らしめるこ
とを行う。
【００３８】
　また、デジタルカメラ１０１側で問題があった場合に付いては、上記警告での表示を行
うと同時にデジタルカメラ１０１側の電源８をオフする制御を行うことも可能である。さ
らに、デジタルカメラ１０１のバッテリの残量が所定以下の場合に、通信中にデジタルカ
メラ１０１の電源がオフしてしまう危険性を避けるために、印刷動作に至らず且つデジタ
ルカメラ１０１の電源をデジタルカラープリンタ１０２よりオフする手段を講じる方法も
ある。
【００３９】
　引き続いて、ステップＳ８以降の処理に進み、デジタルカメラ１０１よりの画像データ
を受信する処理について説明する。
　先ず、デジタルカメラ１０１のＬＣＤ７の表示を消し（ステップＳ９）、印刷すべき画
像ファイルを受信する動作を行う（ステップＳ１０）。このとき送られてくる画像ファイ
ルにはデジタルカメラ１０１での撮影条件、例えば、シャッタスピードや露出時間等のデ
ータを含んだ状態で送られてもよい。また、送られてくる画像ファイルは、ＪＰＥＧ方式
で圧縮された画像ファイルである。
【００４０】
　次に、このＪＰＥＧ方式の圧縮画像ファイルを圧縮時と逆に伸長する画像処理を施して
元の画像に伸長展開する（ステップＳ１１）。次に、上記画像ファイルに含まれている撮
影条件のデータより、適応する画像データの補正テーブルを呼び出して設定する（ステッ
プＳ１２）。この補正テーブルは、先にステップＳ７で設定された色変換テーブルと組み
合わされて、印刷用の色毎に画像データを変換して印刷データとする為のものである。
【００４１】
　さらに、印刷用インクリボンの色に適合させて、まず、１色目を印刷する為に、イエロ
ー（以下、“Ｙ”と記載する。）のデータを画像メモリ１５上に展開する（ステップＳ１
３）。この展開された色データを順次１ライン毎に印刷用ヘッドに出力して印刷が行われ
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１画面分のＹの印刷を行う（ステップＳ１４）。
【００４２】
　次いで、印刷用の他の色、マゼンタ（以下、“Ｍ”と記載する）は、ステップＳ１５、
ステップＳ１６で同様に１画面印刷し、シアン（以下、“Ｃ”と記載する）は、ステップ
Ｓ１７、ステップＳ１８で同様に１画面印刷することで、１画面全てのフルカラー印刷が
終了する。こうして、１画面分の印刷が終了したところで、デジタルカメラ１０１のＬＣ
Ｄ７の表示をＯＮして、次の画面を使用者に選択可能な状態にして（ステップＳ１９）、
次の印刷の指示を持つ為に捨て２に戻る。
【００４３】
　このようにして、１画面分のデータが出力されるとプリンタ１０２より印刷終了信号が
デジタルカメラ１０１側に発せられ印刷動作が終了する。この印刷中、選択された再生画
面が切り替わらないように、デジタルカメラ１０１では、デジタルカメラ１０１自身の操
作ボタンは使用不能となり、印刷動作が終了すると操作ボタン１２が使用可能となる。
【００４４】
　さらに、本参考例のプリントシステムにおいては、デジタルカラープリンタ１０２での
ダイレクトプリント動作が開始されるとカメラ１０１でのオーパワーオフ機能が解除され
るが、そのオートパワーオフ機能切り換え処理を図５のフローチャートで説明する。
【００４５】
　図４のプリント処理におけるステップＳ２にてプリントスタートスイッチ２２が押下さ
れていることが確認された場合、上記図５のオートパワーオフ機能切り換え処理が行われ
る。すなわち、ダイレクトプリント動作の開始信号が通信ドライバ１３，１１を介してデ
ジタルカメラ１０１側に伝達されると、ステップＳ３１にてオートパワーオフ機能が解除
される。続いて、ステップＳ３２にてダイレクトプリント処理が実行される。すなわち、
図４のステップＳ３以下の処理が実行される。そのダイレクトプリント処理、または、プ
リント中止のためのＮ．Ｇ．処理が終了すると、ステップＳ３３にて電子カメラ１０１側
のオートパワーオフ機能が再設定され、自動的にパワーオフするための一定の時間が再設
定される。
【００４６】
　上述のように第１の参考例のプリントシステムによると、より簡単な処理によりダイレ
クトプリントの動作中にデジタルカメラ１０１のオートパワーオフ機能が働いて電源オフ
になることが防止できる。また、ダイレクトプリント動作が終了すれば、もとのオートパ
ワーオフ機能を働かせることができる。
【００４７】
　次に、本発明の第２の参考例のプリントシステムについて説明する。
　上記第１の参考例のプリントシステムでは、ダイレクトプリント動作中、エラーが生じ
てプリント動作を中断した場合、最悪の状態では、いつまでもデジタルカメラ１０１の電
源オン状態が継続する場合があった。それに対して本参考例のプリントシステムでは、エ
ラー発生してプリント動作が止まってしまった場合でもデジタルカメラ１０１は、一定の
設定時間が経過すれば電源オフとなるものである。
【００４８】
　図６は、第２の参考例のプリントシステムにおけるオートパワーオフ機能切り換え処理
のフローチャートを示す。なお、本システムの構成は、前記図１に示したものと略同様と
する。
【００４９】
　図４のプリント処理におけるステップＳ２にてプリントスタートスイッチ２２が押下さ
れていることが確認された場合、図６のオートパワーオフ機能切り換え処理が行われる。
すなわち、ダイレクトプリント動作の開始信号が通信ドライバ１３，１１を介してデジタ
ルカメラ１０１側に伝達されると、ステップＳ４１にてオートパワーオフの設定時間を一
定の長い時間に再設定する。この一定の長い時間は、プリント動作の通常の処理時間（エ
ラーリカバリに必要な時間も含めて）十分長い時間とする。続いて、ステップＳ４２にて
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ダイレクトプリント処理が実行される。すなわち、図４のステップＳ３以下の処理が実行
される。そのダイレクトプリント処理、または、プリント中止のためのＮ．Ｇ．処理が終
了すると、ステップＳ４３にて電子カメラ１０１側のオートパワーオフの時間を初期の通
常の時間に戻す。
【００５０】
　上述のように第２の参考例のプリントシステムによると、より簡単な処理によりダイレ
クトプリントの動作でエラーが発生し、エラ－リカバリを行ったとしてもそのエラ－リカ
バリ処理中にデジタルカメラ１０１の電源がオフすることがない。また、エラー発生して
プリント動作が止まってしまった場合でもデジタルカメラ１０１は、一定の設定時間が経
過すれば電源オフとなる。また、ダイレクトプリント動作が終了すれば、もとのオートパ
ワーオフ機能を働かせることができる。
【００５１】
　次に、本発明の実施形態について説明する。
【００５２】
　上記第２の参考例のプリントシステムでは、ダイレクトプリントの動作でエラーが発生
し、エラ－リカバリに予想外の時間がかかった場合には、そのエラ－リカバリ処理中にデ
ジタルカメラ１０１の電源がオフとなる可能性があった。それに対して本実施の形態のプ
リントシステムでは、エラーリカバリ等で予想以上にプリント時間がかかった場合でも、
通信エラ－が発生していない限り、デジタルカメラ１０１のオートパワーオフ機能の時間
延長を行うので何らかの理由で予想以上に時間がかかってもオートパワーオフ機能が働い
てしまうことがない。また、通信エラ－が発生しているならば、時間延長を行わず、電源
をオフとする。
【００５３】
　図７は、本発明の実施の形態のプリントシステムにおけるプリント処理のフローチャー
トを示す。なお、本システムの構成は、前記図１に示したものと略同様とする。
【００５４】
　プリントスタートスイッチ２２が押下されていることが確認された場合、図７のプリン
ト処理が実行される。すなわち、ダイレクトプリント動作の開始信号が通信ドライバ１３
，１１を介してデジタルカメラ１０１側に伝達されると、ステップＳ５１にてプリントの
初期設定がなされる。ステップＳ５２ではデジタルカメラ１０１にてプリントデータが生
成される。続いて、ステップＳ５３で上記プリントデータの１パケット分をプリンタ１０
２に送信する。
【００５５】
　続いて、ステップＳ５４にてオートパワーオフのタイマを初期化する。ステップＳ５５
でプリント１０２側での上記１パケットのデータ取り込みが終了したかどうかをチェック
する。データ取り込みが終了していない場合は、ステップＳ５７にて通信エラ－の発生の
有無をチェックする。この通信エラ－は、プリンタ側からの送信信号の不良や、時間オー
バ等のエラーとする。通信エラ－が発生した場合、ステップＳ５８にて通信エラ－発生の
表示を行い、その後、オートパワーオフのタイマの初期化を行わないので、オートパワー
機能によっていずれ電源はオフとなる。通信エラ－が発生していない場合、ステップＳ５
４に戻る。
【００５６】
　ステップＳ５５で上記１パケットのデータ取り込みが終了したことが確認できれば、ス
テップＳ５６にて全てのデータパケットのデータの送信が完了したかどうかをチェックす
る。送信が完了していない場合、ステップＳ５３に戻り、次のパケットの送信を行う。送
信が完了した場合、本ルーチンを終了する。
【００５７】
　上述のように本実施の形態のプリントシステムによると、より簡単な処理によりダイレ
クトプリント動作においてカメラ側１０１からのデータ送信を１パケットずつに分けて行
う。そして、１パケットの送信開始毎にオートパワーオフのタイマを初期化し、エラーが
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発生したときは、オートパワーオフ時間を再設定することなく、既に設定されているオー
トパワーオフの時間の経過後、電源はオフとなる。したがって、ダイレクトプリントを確
実に行うことができ、また、プリント動作の異常が検出された場合も確実に電源をオフす
ることができる。
【００５８】
【発明の効果】
　上述したように、本発明によれば、ダイレクトプリントを確実に行うことができ、また
、プリント動作の異常が検出された場合も確実に電源をオフすることができる電子カメラ
を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の第１の参考例としてのプリントシステムを構成するデジタルカメラと
デジタルカラープリンタのブロック構成図。
【図２】　図１のプリントシステムのシステム構成図。
【図３】　図１のプリントシステムを構成するデジタルカメラの背面図。
【図４】　図１のプリントシステムによるプリント処理のフローチャート。
【図５】　図１のプリントシステムのプリント処理におけるオートパワーオフ機能切り換
え処理のフローチャート。
【図６】　本発明の第２の参考例としてのプリントシステムのプリント処理におけるオー
トパワーオフ機能切り換え処理のフローチャート。
【図７】　本発明の実施の形態としてのプリントシステムのプリント処理のフローチャー
ト。
【符号の説明】
　　１４……ＣＰＵ（プリント状態判別手段）
　　２２……プリントスタートスイッチ
　　　　　（プリント開始指示手段）
　１０１……デジタルカメラ（電子カメラ）
　１０２……デジタルカラープリンタ（プリンタ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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